
－税務職員を募集します－
　札幌国税局では、国税局や税務署で税のスペシャリストとして活

躍する税務職員を募集しています。

　2019 年度の採用試験の概要は、次のとおりです。

１　受験資格 高卒見込みの者及び高卒後３年を経過していない者

２　申込受付期間

①　インターネット

　　６月 17 日～６月 26 日　　

　　申込専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

②　インターネット申込みができない場合

　　第１次試験地を管轄する人事院地方事務局に

　　お問い合わせください。

　　※人事院北海道事務局　℡ 011-241-1248

３　第１次試験 ９月１日

４　第１次試験合格者発表日 10 月３日

５　第２次試験 10 月９日～ 10 月 18 日までのうち指定する日

６　最終合格者発表日 11 月 12 日

【問合わせ先】札幌国税局人事第２課採用担当　℡ 011-231-5011

　　第１次試験地を管轄する人事院地方事務局に

℡ 011-241-1248

今月の納期

●住宅使用料　６月分
　　　　　　納期限　　７月　１日㈪

（注）口座振替をご利用の方は、６月25
日㈫に引落しになりますので、前日までに
残高の確認をお願いします。
　また、失業、転職、病気などの理由によ
り納期内納付が困難な方は、放置せず相談
してください。そのまま放置すると、督促
状が送付され、その後も納付・相談がなけ
れば、滞納処分（預金、給与、不動産等の
差押）となりますので、そのような事態に
なる前に、早めに相談してください。

●上下水道使用料金　５月分
　　　　　　納期限　　6月 28日㈮

　
次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
19
日
㈬

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

余
市
中
央
公
民
館

◆
定
員　

６
人

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

　
余
市
町
役
場

　
総
務
課

　
℡
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

　

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　　

自
衛
官
候
補
生 

陸
・
海
・
空
（
男

子
・
女
子
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
衛
官
の
仕
事
内
容
や
採
用
試

験
に
関
す
る
事
務
所
説
明
会
も

 

無
料
法
律
相
談
所
開
設

 

各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

行
っ
て
い
ま
す
。

　

応
募
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

　
℡
０
１
３
４

－

22

－

５
２
２
１

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
　
　
　

　
お
知
ら
せ

　

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
に
つ

い
て
の
予
約
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

●町道民税　第１期
　　　　　　納期限　　７月　１日㈪

　

ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証

書
な
ど
を
ご
準
備
の
う
え
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
年
金
に
関
す
る
一
般
的
な

　
問
い
合
わ
せ
先
は

　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
℡
０
５
７
０

－

05

－

１
１
６
５

　
来
訪
予
約
は

　
℡
０
５
７
０

－

05

－

４
８
９
０

　　　６月は現況届出の月です。

　６月分以降の児童手当等を受けるには現況届

が必要です。

　現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６

月分以降の児童手当等を引き続き受ける要件

（児童の監督や保護、生計同一関係など）を満

たしているかどうかを確認するためのもので

す。

　※提出がない場合には、６月分以降の手当が

受けられなくなりますので、ご注意ください。

　なお、届出の受付等詳細については担当課よ

りお知らせいたします。

　　　　　　　　役場住民福祉課　℡ 44-2113

児童手当受給者の皆様へ
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積
丹
い
ろ
い
ろ

積
丹
い
ろ
い
ろ

今月の担当は・・

教育委員会学校教育課

文化財保護主事 阿
あ べ

部 剛
たけし

　

ま
ち
の
歴
史
再
発
見
！

 

「
袋
澗
」
研
究
と
『
積
丹
町
史
』

　

本
格
的
な
観
光
シ
ー
ズ
ン
が
ま
も

な
く
始
ま
り
ま
す
。
後
志
自
動
車
道

の
開
通
後
、
初
め
て
の
夏
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
札
幌
方
面
か
ら
の
観
光
客

が
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

積
丹
半
島
に
や
っ
て
く
る
観
光
客

を
魅
了
す
る
の
は
、
美
し
い
海
を
望

み
、
さ
ら
に
様
々
な
伝
説
を
残
す
奇

岩
が
並
ぶ
海
岸
線
で
す
。

　

現
在
の
国
道
か
ら
眺
め
る
と
、
古

い
ト
ン
ネ
ル
の
坑
口
が
僅
か
に
見
え

る
程
度
で
、
鰊
漁
全
盛
期
を
し
の
ぶ

建
築
物
は
自
然
に
還
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
海
辺
に
残
る
「
袋ふ

く
ろ
ま澗

」
は
、

そ
の
一
部
が
か
つ
て
の
姿
を
留
め
て

い
ま
す
。

時
貯
蔵
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
袋
澗
の
「
袋
」
と
は
、鰊
が
入
っ

た
袋
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
袋
澗
は
、
余
市
町
～
泊

村
に
至
る
海
岸
線
98
㎞
の
間
に
99
か

所
あ
り
、
積
丹
町
内
で
は
、
厚
苫
１
、

幌
武
意
２
、
日
司
２
、
西
河
１
、
余

別
１
、
神
岬
９
の
計
16
か
所
と
さ
れ

ま
し
た
。

携
わ
っ
た
、
余
市
町
の
郷
土
史

家
、
高
橋
武
雄
氏
で
す
。

　

高
橋
氏
は
、
当
時
神
恵
内
村

役
場
に
保
管
さ
れ
て
い
た
「
積

丹
半
島
袋
澗
調
査
図
」（
昭
和

３
年
）
を
も
と
に
、昭
和
58
年
、

北
海
道
開
拓
記
念
館
に
お
い
て

「
積
丹
町
に
お
け
る
袋
澗
の
沿

革
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
研
究

報
告
を
行
い
、
積
丹
町
内
16
か

所
の
袋
澗
の
由
来
や
構
造
・
築

設
年
月
等
の
詳
し
い
デ
ー
タ
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
昭
和
59
年
に
は
、
北

　

昭
和
60
年（
１
９
８
５
）

に
刊
行
さ
れ
た
『
積
丹
町

史
』
に
よ
る
と
、
袋
澗
と

は
、
江
戸
時
代
末
期
の
安

政
年
間
か
ら
築
造
が
増
え

た
も
の
で
、
海
中
や
断
崖

か
ら
採
石
し
た
岩
石
を
用

い
て
防
波
堤
を
築
き
、
人

工
的
に
形
成
し
た
小
湾
で

す
。

　

鰊
漁
に
お
い
て
は
、
主

に
網
袋
に
入
れ
た
鰊
を
沖

合
か
ら
沿
岸
へ
運
び
、
陸

揚
げ
す
る
ま
で
の
間
、
一

「
袋
澗
の
概
念
が
見
事
に
凝
縮
さ
れ

た
一
文
」
と
評
し
て
い
ま
す
。

　

袋
澗
に
つ
い
て
は
、
平
成
10
年
～

16
年
に
か
け
て
も
現
地
調
査
が
行
わ

れ
、
そ
の
成
果
は
後
志
鰊
街
道
普
及

実
行
委
員
会
編
『
後
志
鰊
街
道
報
告

書
』（
平
成
17
年
）
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
漁
港
化
や
埋
立
等
で

消
失
し
た
も
の
も
多
く
あ
る
よ
う
で

す
。

　

町
の
歴
史
を
伝
え
る
『
積
丹
町

史
』
で
す
が
、
当
時
の
最
新
の
調
査

に
基
づ
い
た
研
究
書
と
し
て
、
あ
ら

た
め
て
読
み
返
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

海
道
文
化
財
研
究
所
及
び
高
橋
氏
に

よ
る
、
余
市
町
か
ら
積
丹
町
に
か
け

て
の
袋
澗
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
け
て
翌
昭
和
60
年
～
61
年
に
は
、

神
恵
内
村
と
泊
村
の
調
査
も
実
施
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
昭
和
３
年
の
調
査

図
に
記
載
さ
れ
た
99
か
所
に
加
え
、

新
た
に
記
載
さ
れ
た
も
の
を
含
む

１
１
２
か
所
の
袋
澗
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
調
査
結
果
は
、
北
海
道
文
化

財
研
究
所
調
査
報
告
書
第
２
集
『
積

丹
半
島
の
「
袋
澗
」』（
昭
和
62
年
）

と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
書
で
は
、
高
橋
氏
の
研
究
過
程

に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、『
積

丹
町
史
』
に
お
け
る
袋
澗
の
記
述
を

▲厚苫の袋澗（『積丹町史』より）

計
泊
村

神
恵
内
村

積
丹
町

古
平
町

余
市
町

町
村
名

99 39 42 16 １ １
袋
澗
数

　

こ
の
袋
澗
に
つ
い
て
の
研
究
の
先

駆
け
と
な
っ
た
の
は
、『
積
丹
町
史
』

刊
行
に
編
さ
ん
委
員
会
主
幹
と
し
て

町村別袋澗数（『積丹町史』より）

▲厚苫の袋澗（平面図）

広報しゃこたん令和元年６月号
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交通安全はみんなの願い

■
発

行
・編

集
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画
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６月のこよみ

世帯数／1,099世帯（＋４）

人　口／2,029人  （＋２）

　男　／  942人  （＋２）

　女　／1,087人  （±０）

（ゼロ）

●転入／20人(＋10)●転出／17人(＋１)

●出生／０人(±０)●死亡／１人(－６)

平成31年４月30日現在､(　)内は前月比

６
月
号
№
690

０死亡交通事故 の日

《後志第１位》

《全道第２位》

6,833日達成

（令和元年５月１日現在）

０

－６月の俳句－
（美国踏青俳句会）

文芸だより

風
の
名
を
漁
師
に
な
ら
ひ
端
午
の
日
　
　 

　
　
　
　
成
田
智
世
子

父
の
鯉
母
の
鯉
あ
り
鯉
の
ぼ
り
　
　
　
　 

　
　
　
　
藤
原
　
わ
子

曾
孫
抱
き
「
令
和
」
の
社

や
し
ろ

に
か
し
こ
ま
る
　 

　
　
　
戸
来
　
和
子

種
袋
文
具
店
に
も
並
び
け
り
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
河
岸
　
悟
郎

夏
兆
す
化
粧
直
し
の
観
光
船
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
菊
谷
　
知
子

畝
五
十
切
り
し
坪
畑
小
鳥
く
る
　
　
　 

　
　
　
　
　
山
﨑
美
枝
子

網
ほ
ぐ
す
漁
夫
の
背
中
や
山
笑
ふ
　
　 

　 

　
　
　 

福
田
香
名
子

曾
孫
は
買
物
一
個
で
五
月
晴
れ
　
　
　
　
　 

　
　
　
橋
場
　
政
男

七
時
の
合
図
小
女
子
船
団
波
を
蹴
る
　 

　
　
　
　
　
福
井
　
新
一

札
幌
の
東
西
南
北
こ
い
の
ぼ
り

　
　
　 
　
　
　
　
　
板
垣
千
恵
子

慶 

弔 

録

お
く
や
み
（
死
亡
）

湯
谷
　
俊
一
　
82
歳
　 

美
国
町

ふるさと納税の状況
ご協力ありがとうございました　

《平成31年４月30日現在》

72件 1，781，0００円

全国の皆様　

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

２日（日） よ い ち ク リ ニ ッ ク 余市町山田町 21-4570

９日（日） よいち整形外科クリニック 余市町大川町 48-5000

10 日（月）脳神経外科よいち港南クリニック 余市町大川町 21-5566

16 日（日）わ た な べ 内 科 医 院 余市町大川町 22-3989

23 日（日）北 郷 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 余市町大川町 23-5533

30 日（日）佐 野 内 科 ク リ ニ ッ ク 余市町黒川町 22-7001

６月の余市管内休日当番病院等
診療時間：午前９時～午後５時

◆　し尿収集の日程・６月　◆

日 (曜日 ) 地　区 日 (曜日 ) 地　区 日 (曜日 ) 地　区

３日㈪ 日司 12 日㈬ 浜町・中央 21 日㈮ 多茂木・西浦

４日㈫ 日司・入舸 13 日㈭ 柳町 24 日㈪ 西浦・東浦

５日㈬ 入舸・幌武意 17 日㈪ 西仲 25 日㈫ 東浦・栄町

６日㈭ 幌武意・婦美 18 日㈫ 西仲・山岸 26 日㈬ 栄町・小泊

10 日㈪ 婦美・丸山 19 日㈬ 山岸・多茂木 27 日㈭ 寺町・小泊

11 日㈫ 茶津・浜町 20 日㈭ 多茂木

１㈯ ●美国中学校体育大会

２㈰ ●余別小学校運動会

６㈭ ●第２回リフレッシュ学級「視察研修」

７㈮ ●子ども放課後のＢ＆Ｇ書道クラブ

８㈯
●第２回少年教室「海ごみゼロウィーク」

●第28回YOSAKOIソーラン祭り（札幌市・９日まで）

13㈭
●大人の混声Ｂ＆Ｇ合唱クラブ
（13:30～ Ｂ＆Ｇ海洋センター）

●びくに・みなと保育所合同「春の遠足」

18㈫
●高齢者のための運動教室いきいきクラブ
（10:00～ 農林漁業者センター）

19㈬
●乳幼児健診・健康相談
（9:30～ 総合文化センター）

20㈭
●大人の混声Ｂ＆Ｇ合唱クラブ
（13:30～ Ｂ＆Ｇ海洋センター）

21 ㈮
●子ども放課後のＢ＆Ｇ書道クラブ
（15:30～ Ｂ＆Ｇ海洋センター）

22 ㈯
●「2019年 ＪＴの森積丹」森林保全活動
（10:30～ 余別川流域エリア）

30 ㈰ ●第14回積丹ソーラン味覚祭り
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